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◇目次は発表時のもので、ページの示されていない項目は、このダイジェスト版では省

略されています。

今回発表する「英語語い1 0 0 0語」と「補足4 6 0語・外来語・英語4 0 0語」は「語いと英

語教育」 N o .６と７「選定語い」をうけたレポートでもある。「外来語と英語教育」の

研究をはじめてから、今回で９回目、これも組みこんだ継続研究９年目のレポートであ

る。「基本語い1 000語」という主題は、やゝ重荷であったが、Interim Report として報

告することにした。

Ⅱの「外来語と英語教育(９)」－言葉遊びをとり入れての指導実践例は昭和52年から

つづけてきた「外来語」の研究成果の一部を、毎時間の授業の中でどのように取り扱う

ことができるか、実践方法を具体的にあげ、その成果を示しながら報告することにした。
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Ⅰ 「英語基本語い1 000語」

「補足4 6 0語・外来語・英語4 0 0語」

－ Interim Report－

１．「基本語い」への過程としての「選定語いサービス・リスト」

「語いと英語教育(７)」で発表した「選定語い」は、サービス・リストの性格をもっ

ていて、1 2の「語いリスト」の が視覚的にみられるように構成されたリストでRange

あった。頻度の分布について、高位の語をえらぶことを可能にしたリストであった。

２年前に「基本語い」を想定したときに、筆者はつぎのようにしるしている。

しかしながら「基本語い」としては、それだけでは、なにか、かけている。東洋の日

本で英語を学習する条件、日常生活基本語および発表語として、最小どういう語がかけ

ているか、この３つはなんとか組み込みたいものである。その語数がそれくらいになる

か。「基本語い」としては、なるべく少数でおさえなければならないが、発表語等上記

の３つは無視することはできない問題である。

２．［基本語い」の基準としての「みだし語」 － みだし語の基準 －

１）単語をみだし語とする。２語にわかれている合成語・句は、見だし語からはず

す。

２）以下の項目については、下表の基準により「みだし語」をかんがえる。

・みだし語 千語のなかにあれ 千語のなかになく はずす

ば、いれる。 てもいれる。

１．同綴異字（be a r熊・耐える） ○

Ra n g eとは・・・ 語いと英語教育(７)Ｐ２より〔 〕

それぞれの語いが以下の12の資料リストにどれだけのっているか、そのかさなり

をみるものである。（（参考））たとえば ３とは1 2のリスト中、３つのリスRange

トにのっていることを示し、また 1 2とは1 2のリスト全部に載っていることをRange

示す。

－以下省略－

３．「基本語い1 000語」－「発表語い」へ向けての基準

－省略－

４．「基本語い1 000語」の構成

このリストは、次のような構成になっている。

１）「語いと英語教育－７－」の「第二次選定語いリスト」の 12～ 6Range Range
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の 2までの中から 965語Semantic Count

２）「みだし語の基準」との関係で、特に助動詞等から 13語

３）「みだし語の基準」の地域の特徴から 15語

４）主観的な視点から、日常生活等から 7語

以上、日本という地理的、文化的特徴も含みこんだ発表語いとして今回は、「基本語い

1000語」を I とすることとした。nterim Report

５．「補足460語」による「1 4 6 0語のリスト」の構成

このリストは、「基本語い1000語」を補足するものとして、「語いと英語教育 ７ 」( )

の「第二次選定語いリスト」から以下の話を追加して、参考資料とした。

１）基本語い1 000語からはずされた ， の他 ， ，seem autumn ought１１－２ ６－１ ６－２

他６－２の10語および，Ｒ からＲ まで全部の452語。ange ange６－３ ４

２）R ３から次の７語と固有名詞１語。ange

eleven grandmother airport dictionary library Nippon３－１ ３－１ ３－２ ３－２ ３－２ ０－０， ， ， ， ， ,

postcard useful３－２ ３－３，

「基本語い1 0 0 0語」と「1 4 6 0語」のリストと、両者とも である。Interim Report

６．「外来語4 0 0語」のリストの構成・その他

１） 「基本語い1 0 0 0語」および「補足4 6 0語」にも外来語がふくまれている。外来

語であることは、語の後に（Ｓ），（Ｏ），（Ｄ）のように表記してある。

例 （Ｓ） Ｓは で，意味がだいたい同じことを示す。egg Same

bar Overlap bar（Ｏ） Ｏは 。 を「酒場」と理解しているなら、ほんの一部、

意味が重なっているにすぎない。

training pants （Ｄ）

Ｄは 。トレパンとちがって、 は、幼児がおむつをとる時期、Different training pants

排便のしつけにつかう。

macaroni Western （Ｎ）

Ｎは 。アメリカでは という。Nothing spaghetti Western

以上のような表記がされていれば便利であるが、今回のリストでは、ほとんど（Ｓ＝

Same ）だけをしめすこととなった。

２） 「補足外来語40 0語」は、 および のばあい がRange Range Semantic count３－１ ０

１から５の語に限った。 ０， ０の外来語は、初学者のレベルで数百Range Semantic count

語、整理できよう。以下に、その例の一部を示すこととする。これらの語はリストの本

体に組みこむこともできるが、今回は除いた。

－以下省略－
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７．リストのよみかた

基本語い千語は、語頭をここにそろえてある。Range 12 から Range ６の

ＳＣ．２まで。それ以外で補足した語はリストの最終ページ参照。

補足４６０語は語頭をここにそろえてある。 Range ６ の２から

Range ４まで。 Range ３でくわえた語は、リストの最終ページ

参照。

外来語で補足した4 0 0語は語頭をここにそろえてある。

Ra n g eは３～０である。 Range０の語はSemantic

Countが１～５にかぎる。

基本千語

↑ 基本千語の補足４６０語 ＲはRangeをしめす。

外来語（Ｓ．Ｏ．Ｄ．Ｎ）

１２ ６ ０ Ｒ Ｓ ＳＣはSeman t i c Count

６ １ Ｃ １～５。

（Cambrige English

Lexiconの意味別頻度

１～５をしめす）

accept ９ ２

（Ｓ）は外来語で、意味が

Same 。

address（Ｓ） ５ １

（Ｄ）は外来語で、

Diff e r e n t。使用する

plastic(s) （Ｓ．Ｄ） ２ ２ ときは注意を要する。

８．「英語基本語い1 000語」と「補足46 0語・外来語・英語40 0語

基本千語 基本千語 基本千語

基本千語＋ 460語 基本千語＋ 460語 基本千語＋ 460語

外来語(S.0.D.N) 外来語(S.0.D.N) 外来語(S.0.D.N)

12･6 3 Ｒ Ｓ 12･6 3 Ｒ Ｓ 12･6 3 Ｒ Ｓ

･6 4 0 Ｃ ･6 4 0 Ｃ ･6 4 0 Ｃ

〔 〕Ａ 11 2 5 4against anger

a age angle12 1 9 1 5 5

ability ago angry5 5 10 2 9 1

able agree animal(s)11 2 9 2 11 1
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Ⅱ 外来語と英語教育 （９）

言葉遊びをとり入れての指導実践例

はじめに

－一部省略－

東京都中学校英語教育研究会研究部は、昭和53年、「外来語と英語教育（１）」で

「小学校高学年用教科書に表れた外来語リスト」に約9 5 0語を採集し、そのうち、英語か

らきた語が約7 2 0語あることを報告した。また、昭和54年、「外来語と英語教育（２）」

で、中学校英語教科書（５社）の語い数約2 3 0 0語のうち、外来語として、英語未習の小

学校６年生に、すでに意味が理解されていると判断できる語が、約5 2 0語あることも報告

し、語いの意味については、英語未習者でも、かなりの習熟度が認められた。昭和55年、

「外来語と英語教育（３）」では、外来語（カタカナ語）の発音に関して、昭和56年、

「外来語と英語教育（４）」では、外来語（英語）の意味に関して、昭和5 7年、「外来

語と英語教育（５）」では、外来語（英語）の音と表記の関連・フォニックスに関して

調査・研究し、フォニックスのルールを整理し、日本の英語初学習者が学習しやすいグ

レーディングをほどこし、初学習者に有効な外来語語いリストの一部を準備した。また、

昭和5 8年、「外来語と英語教育（６）」、昭和59年、「外来語と英語教育（７）」で、

さらに、フォニックスのルールと昭和57年度より始めた「選定語い」との関連の研究に

より、昭和6 0年２月、「外来語と英語教育（８）」で、過去８年間の外来語の研究成果

の一つとして、フォニックス（発音とつづりの規則性）を組み込んだ次のような＜外来

語（英語）サービスカード＞を発表した。

外来語 サービス・カード Index

1) 気候・季節・自然・天体 21) テレビ・オーディオ・コンピュー

2) いろいろな人の名称（職業をのぞく ター・カメラ等

3) 職業 22) 交通（車・船・飛行機等）関連・

4) 動詞（～する） 道路等

5) 形容詞（色） 23) 建造物

6) 形容詞（色以外） 24) 家・部屋・設備等

7) あいさつ・マナー 25) 家にある道具

8) 人間の身体の名称・形・病名・薬 26) 紳士服・婦人服・服・下着・靴・

9) 教室・そのなかにある物 帽子等

１．中学校最初の英語授業で

中学校一年生、最初の英語の授業の中で、生徒が知っている外来語をできるだけ沢山

書かせてみた。一番多く書いた生徒で、1 92語、少ない生徒で36語であった。次の表は、

比較的よく書いたものである。

19 .ワッペン 33 .イラスト 47 .エネルギー 55.オートバイ 61 .マーガリン

70 .テンプラ 71 .オルゴール 83.テレビ 90 .カルタ 以上９語は、変形して

different の項に入る英語、または、英語からきた外来語ではない。従って次の表の中の8
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5語の中の7 6語が英語からの外来語となる。

今日から外国語（英語）の勉強がはじまります。がんばりましょう。日本語の中には

沢山の外国からきた言葉が使われています。たとえば、ラジオ・バス・ピンク・テニス

・ギターなどは君たちよく知っている言葉ですね。これらの言葉は全部英語から日本語

になったものです。外来語ともいいます。あなたはどれぐらいの外来語を知っています

か。できるだけ沢山書いてみましょう。

１．ラジオ ６．グラス １１．クラリネット １６．コーヒー ２１．ゴール

２．バス ７．グラフ １２．グランド １７．トップ ２２．アンテナ

３．ピンク ８．クラシック １３．ピアノ １８．レンズ

４．テニス ９．クラブ １４．カバー １９．ワッペン

５．ギター 10. グラム １５．カフェイン ２０．アンカー

２．授業の中にことば遊びをとり入れて

外国語を学習するものにとって、その言語の語いを増そうとする努力は、避けて通る

ことはできない。しかし、語いを増すには、強い学習意欲と継続的な学習が必要である。

９年間にわたって外来語の研究を積み重ねてきた東京都中学校英語研究会研究部の成果

の一部を利用し、気軽に、しかも、楽しみながら語いを増す授業実践例を紹介する。

（１） ４月に行うカルタ遊び －入門期 （１）

従来の英語カルタは、絵の代りにアルファベットを書いたものや、単に名詞１語に相

当する絵のカルタ、また、単文の英語のものがほとんどだった。ここで使用されるカル

タは、少々、カルタに工夫を凝らし、入門期の生徒にとって、ゲームの複雑さと面白さ

を加味したものとした。

ａ． 英語カルタの作り方 （１）

－省略－

ｂ． 英語カルタの遊び方 （１）

－以下省略－

（３） 入門期終了以降高校３年生まで楽しめるゲーム：新ビンゴ

ビンゴゲームは室内ゲームの一種である。タテ・ヨコ各５列の2 4のます目（中央のま

す目は除く）に１～7 5の異なる数字を記入したカードを参加者に渡し、ボールや矢で数

字を選び、その数字がカードにあればその数字を消してゆく。タテ・ヨコ・ナナメのい

ずれか１列を一番早く消した者が勝ちとなるゲームである。このゲームのやり方を少し

改め、英語の語いをふやし、定着させるための新 ゲームを考案し、授業の中に常bingo

時とり入れ実践してみた。
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(ａ) 新 ゲームの用紙の作り方と記入の仕方bingo

タイトルを、 として、次のようなＢ５版の用紙を作った。Let's enjoy Bingo"“

図１２の表の中のＦＲＥＥは「オマケ」を意味する。Date のところにはゲー

ムを行う日の日付ケを英語で書かせることにする。

例えば、２月１８日（火）に行うとすれば、Ｔuesday，Ｆebruary １８ と書

かせることによって、月名と曜日名も覚えさせてしまう。表の下のＢ・Ｉ・Ｎ・

Ｇ・Ｏの欄には、既習語または、外来語を英語または日本語で、それぞれ、８語

～１０語ぐらい提示する。

図１３のＢi ngoの語群表 No.21のＢは、既習の数字である。Ｉは既習の動詞で、

繰り返し、書かせることによって、hearing,writing の定着を図っている。Ｎ・

Ｇ・Ｏの語群は、外来語サービス・カードを利用し、教科書の語いを加えている。

No.22 の語群は、Ｂ－前課で学習した語、Ｉ・Ｎ・Ｇ－外来語サービス・カー

ドより。Ｇの色を表す形容詞はNo.21 でも取り扱った語である。Ｏ－既習の動詞

である。このように、意図的に反復させることによって、語いを自分のものにさ

せてゆく。

No.25 の語群は、Ｂ－前課で学習した語。Ｉ－既習の動詞、N o.21. 22. 24.で

もだされている。Ｎ・Ｇ・Ｏ－外来語サービス・カードより。Ｎの色を表す形容
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詞は、No.21. 22 にでており、Ｇの野球以外の球技は、No.23. 24 にでている。

(ｂ) 新Ｂi n g oゲームのやり方

生徒は、ゲームの用紙（図１２）にそれぞれの語群より単語を書き入れ、色鉛

筆を持って、ゲームの開始を待つ。教師は、生徒が準備完了したのを確認してか

ら、Ｂ study study Ｉ Rugby Rugby Ｎ beautiful beautiful Ｇ

holiday holiday Ｏ third third Ｂ know know Ｉ softball

softball……と、下の表の語群より、思いつくままに、ペンで単語を消しながら

（同じ単語を２度読み上げるのを防ぐため）、２回ずつ単語を読み上げてゆく。

時には、Ｂ「働く」「働く」Ｉ「バトミントン」「バトミントン」Ｎ「小さい」

「小さい」 Ｇ「水曜日」「水曜日」 Ｏ「第二番目」「第二番目」…と、日本

語で言ってもよい。生徒は、教師の読み上げた単語がその欄に記入してあれば、

その単語を○で囲む。Ｂi n g oの用紙のタテ、ヨコ、斜めに５個のＯのストレート

が５本できたら、“Ｂingo”と大きな声で叫ぶように指示しておく。

最初の“Ｂi n g o”の声でゲームは中断することなく、さらに、Ｎ long long Ｏ

fifth fifth……と、適当なところまで続けてゲームを終了する。“Ｔoday's

Ｂ i n g o”と言って、“Ｂi n g o”と叫んだ生徒に挙手させて、５個のＯのストレー

トが５本できた生徒を確認する。それから、最

初に“Ｂingo”と言った生徒の用紙を点検して、

教室に掲示してある図１４の表に日付け、その

生徒の名前と、トップになった回数を記入して

Ｂi n g oゲームは完了する。次回行うＢi n g oの用

紙を２枚～３枚配布して、次回の日付け等を記

入させる。１～２分たったら記入するのをやめ

させ、残りは家で記入し次回に備えさせる。

（ｃ） 新Ｂi n g oゲームに対する生徒の反応

（Ｂi n g oゲームを始めてから１ヵ月後の生徒の反応）

生徒の次のようなアンケートをとってみた。１．Ｂi ngoゲームは面白い。２．

どちらともいえない。３．面白くない。（調査対象：１年１クラス ４１名）

〔アンケート結果〕

１． Ｂin g oゲームは面白い ･･･････････････････ 35名

２． どちらともいえない ･････････････････････ ６名

３． 面白くない ･････････････････････････････ ０名

－以下省略－

（４） 一年一学期後半から楽しめるＧuess Ｗ ork （マトリョーシカを用いて）

箱や袋の中に品物を入れておき、その中に何が入っているかを英語で質問し
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てあてるゲームは、よく授業の中で行われる。ここで使われる文型は次のもの

である。

（１） ～Do you have a in the box ?

（２） ～ ？Do you have any s in the box

（３） ～ ？Is there a in the box

－省略－

この を１年２学期の９月より毎時間、 と称しGuess Work Three­minute­questions"“

て、ストップウォッチを片手に行っている。以下、一年生の授業の中で行われ

た である。Guess Work

－以下省略－

付録：ビンゴゲーム、Guess Work (Three-minutes-questions)をとり入れた授業指導案

両国中学校校内授業研究英語科指導案

授業者 長 勝彦

１．日 時：昭和60年 10月９日 水 第５校時 1 30 2 30( ) ( : ­ : )

２．対 象：１年５組 男子25名・女子19名・計44名( )

３．教科書： 1 8 「文字」New Crown English Series Lesson

４．本課の新出基本文型・文法事項：

( ) These are blocks Those are letters1 . . 名詞・代名詞の複数形

( ) Read this word2 . 命令文

Let's で始まり「～しましょう」と相手を誘う言い方。

( ) What do you have in your hands ?3

How many cards do you have ?

５時間配当：１時限 1 名詞・代名詞の複数形①······ Section ( )

２時限 2 命令文・ ～の文······ Section ( Let's )

◎３時限 3 で始まる疑問文②······ Section (What

How many )で始まる疑問文

４時限 まとめの練習 文のしくみ・練習問題······ ( )

６．本字の目標：

①既習の文系 ～ を用いて言語活動を行わせる。Do you have ?

② ～＋場所を示す副詞句 の文を理解させる。What do you have ?

③ ＋名詞の複数形～ の文を理解させる。How many ?

７．教材・教具：教科書・フラッシュカード（単語カード）・センテンスカード（文型

カード）・ロシア人形・コイン等小道具
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８．指導過程 ※評価欄のＡＢＣ／Ａ良／Ｂ普通／Ｃ良くない。

学習の流れ 教師の活動 生徒の活動 評価の観点 評価

１あいさつ あいさつをする 各自教科書を読むのを 元気よくあ ＡＢＣ

やめて、あいさつをす いさつがで

る きたか

２言葉あそび ＢＩＮＧＯの単語を 各自が用意している２ 生徒ひとり ＡＢＣ

BINGO を行 ２度ずつ読み上げる 枚の用紙のうち１枚を ひとりが興

う 選びＢＩＮＧＯゲーム 味・関心を

を行う もってゲー

ムをやって

いるか

３既習語の発 フラッシュカードを フラッシュカードを見 はっきりし ＡＢＣ

音練習を行 用いて発音練習させ ながら発音練習を行う た声で発音

う る しているか

４既習教材の 一文ずつ音読する 教師のあとについて読 はっきりと ＡＢＣ

読みを行う む した声で読

めたか

文字から目を離して 教師の合図で、文字か 文字から目 ＡＢＣ

音読するように指示 ら目を離して音読する を離して音

する 読している

か

各自の音読学習状態 ４３ページ・４４ペー

をチェックする ジを２５回以上読んだ

生徒は挙手する

挙手をして質問をする

５ ３分間 ロシア人形（マトリ 積極的に質 ＡＢＣ

質問 ョーシカ）を示し、 問している

その中に入っている か

ものを英語で質問さ

せながらあてさせる

６新教材を英 できるだけやさしい 英語の内容理解に努め 新教材の内 ＡＢＣ

語で導入す 英語で新教材を導入 る 容が理解で

る する きたか
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７新出語の発 フラッシュカードを フラッシュカードを見 はっきりし ＡＢＣ

音練習を行 用いて発音練習をさ ながら発音練習を行う た声で発音

う せる しているか

８本文を音読 本文を読んで聞かせ 教師の音読をよく聞い 文字を追っ ＡＢＣ

する る て文字と音を結びつけ て聞いてい

る るか

一文ずつ音読する 教師のあとについて音 はっきりし ＡＢＣ

読する た声で読め

たか

各自音読するように 各自音読練習を行う 各自意欲的 ＡＢＣ

と指示し、机間巡視 に音読に取

をして個別指導にあ りくんでい

たる るか

９内容理解の 重要箇所を示し下線 重要箇所に下線を引く 指示した箇 ＡＢＣ

上で重要な を引かせる 所に下線が

箇所に下線 引けたか

を引かせる 下線を引く ＡＢＣ

ことによっ

て内容をよ

り理解でき

たか

10下線部に注 一文ずつ音読する 内容を理解しながら音 はっきりし ＡＢＣ

意しながら 読する た声で音読

本文を音読 できたか

する

11一学期に歌 テープを流す 久しぶりの歌だが思い 久しぶりの ＡＢＣ

ったHow 出しながら歌う 歌だが楽し

many boys く歌えたか

do you see

？の歌を歌

う

12あいさつ 気持をこめてあいさ あいさつをする 気持をこめ ＡＢＣ

つをする てあいさつ

できたか


